
 
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 

11．１7 光風荘レクリエーション大会 
 

「みんなでサツマイモ掘りをしました！！」 
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「伝える」という事 

          支援Ⅰ課主任 村川 雄司 

 

2022 サッカーワールドカップがカタールで開催され、連日熱い試合が続いて

います。三度の飯よりサッカーが好きな私にとっては毎夜眠れない日々が続いて

います。（これが掲載される頃には結果は出ているでしょう。日本ブラボー！） 

 

さて、私には中学一年生の息子と小学四年生の娘がおり、二人ともそれぞれ部

活、少年団、クラブチーム、サッカースクール等でサッカーをやっています。そ

うした環境の中で様々な出会いがあり、ひょんなことから現役時代の経験を買わ

れて私自身も中学校の部活と女子クラブチームのゴールキーパーコーチを引き

受ける事になりました。その中で感じた事、それが「伝える」という事の大切さ

と難しさです。 

  

ある三年生の試合に帯同してくれた大学生コーチが試合後「なぜ負けたのかみ

んなだけで話し合って。まとまったらコーチに教えて」と言ってその場を去って

しまいました。きっと子供たちの自主性を尊重しようしたのでしょう。でも、残

された子供たちはポカーンとして何も話さず、輪になったまま時が流れていまし

た。 

「無理でしょ」と思いました。対象は何せ三年生。戦術はおろか、何を話して良

いか、どうやって話を進めて良いかすら分からない子たちにその試合の敗因？結

果的に仲間同士で戦犯探しやネガティブな発言を誘発していました。そこで私が

輪の中心に入り、一人ひとりに「相手の良かったところはどこだった」と見方を

変えて質問を回していくと次につながる色々な意見が出てきました。つまりは伝

え方。現役の大学生プレイヤーにとっての当たり前は、小学三年生にとっては当

たり前じゃないのです。その対象に合わせた内容や言い回し等を工夫しないと本

来の意図はさっぱり伝わらないと感じました。 

  

我々障害者の支援の現場でも同様に、話を一つするにしても内容やこちらの当た

り前を一方的に伝えるのではなく、相手の状況を理解し、分かり易い方法と言葉

で正しい情報や本質を「伝える」ことを心掛けていきたいと思います。 
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光風荘 保護者 伊藤 真紀 

 

なかなか収束が見えない感染症騒動も、まもなく 3 年が過ぎようとしています。 

保護者会としましても、施設内にて入所者本人やご家族の皆さんと共に過ごしたり、職

員さんやボランティアさんや外部の方々とのイベントや交流事業が全くできない日々が

長く続いていることに歯痒い思いをしております。 

 施設職員の皆様には感染症対策をはじめ、日々の生活にも昼夜問わず細心の注意を払っ

ていただいております。私達の大切な家族の健康を守り、安全な毎日を過ごさせていただ

けることには本当に感謝の思いでいっぱいです。心より御礼申し上げます。 

毎年恒例だった「ボラ感」こと、ボランティア感謝の集いは残念ながら、今年も開催で

きませんでした。その予算内の一部を費用に充てて今年は、職員の方々への感謝を込めた

保護者からのメッセージカードをクリスマスツリーボードに作成いたしました。併せて日

頃の心身の疲れを少しでも癒していただきたいと、入浴剤セットも作りご用意しました。

先日の保護者役員会にて作業した様子もお届けします。 

 保護者会ではご家族同士の繋がりも大切と考えております。時代の流れに合わせて、メ

ールでのご案内や配布なども始めております。ぜひメールアドレスをご登録いただき、い

ろいろ新しいことにもチャレンジしてみましょう！お手伝いもいたします！！ 

光風荘施設のホームページにも日頃の活動の様子なども掲載していただいています。ご家

族の様子をぜひご覧になられてみてください♪ 

 

 



日帰り旅行 代替え企画 昼食会 

美味しい食事を堪能しました 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

        

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
－ 4 － 

 

11/17 秋のレクリエーション 

芋掘りと箱の中身は何だろな♬ 

お菓子食い競争！ 

みんな素敵な笑顔です 

光 風 荘 だ よ り  

り ８/9 納涼祭 

金魚すくいや福引を楽しみました 

https://www.sasagawa-brand.co.jp/tada/detail.php?id=1264&cid=4&cid2=13
https://www.sasagawa-brand.co.jp/tada/detail.php?id=1264&cid=4&cid2=13
https://creativecommons.org/licenses/by/3.0/
https://creativecommons.org/licenses/by/3.0/


 

 

 

 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

－ ５ － 

 

光風荘アネックスだより 

 

 

 

スだより 

 

 

 

最高の笑顔

(*^^*) 

プーさん好きだよ～       

焼き芋食べたいの！((´∀｀))ｹﾗｹﾗ 

芋採ったぞー！！！ 

保護者会よりお菓子を頂きました！ 

美味しい～！ 
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８月２３日（火）、茨城ボーサイサービス株式

会社様・柏原消防署様立ち会いの下、消火器と屋

内消火栓の注意点及び使用方法等の訓練を行い

ました。今後も継続して訓練を行っていき、火災

が起きても迅速に対応出来るようにしていきた

いと思います。 

 

 

11 月８日（火）、震災訓練を行いました。液状

化や家屋倒壊等による二次災害から身を守る為、

訓練を重ねていく事でいざという時に臨機応変か

つ迅速に対応出来る様、訓練を行いました。地震

の多い国だからこそ訓練の必要性を学ぶ良い機会

になりました。 

１０月４日(火)の夜、利用者様が施設からいな

くなった想定で連絡網・捜索訓練を実施しまし

た。新型コロナウイルス感染症の影響で久しぶ

りの訓練となりましたが、すぐに利用者様（に

扮した職員）を発見する事ができました。新人

職員は初めての訓練でしたが、良い経験になっ

たと思います。今後も招集訓練を定期的に行っ

ていきます。 

 

７月５日(火)、風水害訓練を実施しました。今回

の訓練では竜巻が発生した想定で行い、職員・利用

者様の全体の動きや注意点等を再確認出来ました。

今後、いつ災害が起きても柔軟に対応出来る様訓練

を継続して行っていきたいと思います。 

 



  

○入口整備工事（10 月 24 日着工） 

令和 2 年７月に新光風荘が竣工して施設の

入口を新しくしましたが、来荘されるお客様か

ら入口が分かりづらいという声をいただいて

おりご迷惑をお掛けしていました。この度、お

客様に快適にご来荘いただけるよう、門柱やフ

ェンス等を設置する工事を開始しました。 

工事期間中は通行しにくい場合や通行止め

で迂回をお願いする場合がありご迷惑をお掛

けいたしますが、ご理解ご協力のほどよろしく

お願いいたします。 

 

― ７ ― 

① 山口 淳子    ② 19７4．8．30  

③ 玄関を入ると、広く清潔感が有り室内の雰囲気も良くス

タッフの方々や利用者様に優しく接していただきすぐに

打ち解ける事が出来ました。 

④ まだ分からないことがたくさんあるので、質問や確認を

行い、自分でできることを精一杯がんばります。 

 

① 比氣 皐太    ② 2001．3．1７  

③ 雰囲気が良く、働きやすそうだと思いました。 

④ 利用者様と職員の顔を覚えて、仕事のミスを減らしてい

きたいと思います。 

 

◇◆◇新人職員紹介◇◆◇ 
 ①氏名 ②生年月日 ③施設の第一印象 ④今後の抱負 

○東屋設置工事（11 月 1 日着工） 

法人所有の木を使用した木造の東屋を新

光風荘南側に設置し、利用者様の憩いの場と

して活用します。木造建築にこだわった数々

の実績のある職人さんに依頼しており、味の

ある東屋が設置されます。新型コロナ感染拡

大の影響で外出等が制限されている中で、施

設内ではありますが外出する気分を味わっ

ていただき、少しでも利用者様の気分転換に

なればと思っています。 

 

 

光風荘施設整備について 



 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◎ 今後の予定 
 
 
 
 

 
 
 

 
●ご意見、ご要望がありましたら、下記までにご連絡ください。 

 〒３１５－０００３ 茨城県石岡市谷向町１３番２３号 
           社 会 福 祉 法 人 常 陸 青 山 会 
           障害者支援施設 光  風  荘 
           障害者支援施設 光風荘アネックス 
           Tel:０２９９－２２－５８１１(光 風 荘) 
           Tel:０２９９－２２－５８４８(光風荘アネックス) 
           fax:０２９９－２２－２５７７ 
           ホ ー ム ペ ー ジ : http://www.kofuso.jp/ 
           E メ ー ル：kofuso@atlas.plala.or.jp 

                       担当：仲田・菊池・島田・小澤・鳥次 

※本誌に掲載の写真・文章等は全てご本人の許可を頂き、掲載しています。 

 

 

 

 

J A 新 ひ た ち 野 様 

 

魚住  道郎 様   

 

保護者の皆様より、マスク等新型コロナウイルス感染予防対策品等 

 

☆皆様からの温かいご寄付を頂きまして､心から感謝しております。 

また、光風荘後援会へも、たくさんの方からご寄付頂きました。 

ありがとうございました。 

 

寄付金品名簿（7 月から 11 月） 

ボランティア名簿（7 月から 11 月） 

 

新型コロナウイルス感染拡大防止に伴い

行事等中止にさせていただいています。 

 

 

 

☆現在、新型コロナウイルス感染拡大防止に伴い 

ボランティアの皆様の来荘をご遠慮いただいております。 

当施設をいつもお心にかけていただき、深く感謝しております。 

mailto:kofuso@atlas.plala.or.jp

